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学構造の異なる 3 種の水溶性食物繊維と 7 種の医薬品を用いて検討した。 
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繊維への吸着量を 6 時間経時的に測定した。 












































 第 3 章ではラット門脈カテーテル留置法を用いて水溶性食物繊維が医薬品の吸収に与え
る影響について検討した。胃カテーテルよりグルコマンナン，ペクチンあるいはキサンタ
ンガム水溶液を 5.6 mL/hr/kg の速度で持続投与したラットに，アトルバスタチンカルシウ
ム（30 mg/kg），ロキソプロフェンナトリウム水和物（20 mg/kg），イブプロフェン（75 mg/kg），
アセチルサリチル酸（75 mg/kg），メトホルミン塩酸塩（50 mg/kg），アセトアミノフェン



























脈カテーテル留置法を用いた動物実験にて検討したものであり、第 1～3 章からなる。  





















 なお、平成 29 年１月 18 に行われた公聴会においては、多くの質疑に適切に答弁し、本
申請者の研究者としての能力は博士学位取得レベルに達したものであると判断された。以
上の結果から、当該博士学位申請者に対する博士の学位授与は十分にふさわしいものと認
める。 
